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「ぐすーよー」。沖縄の方言で、「皆さん」と呼びかける言葉で、ラサール神父の自叙

伝です。来沖６０年、現在８６歳、沖縄の方言の話せる神父さんの物語です。

神父が、沖縄の地に足を踏み入れたのは、１９５６年９月１６日、午前２時のことでし

た。印象的な日で、米軍占領下での沖縄の通貨「Ｂ円」が「ドル」変更されたその当日で

した。

焼土と化した南の島に降り立った２７歳の青年宣教師が目の当たりにした当時の沖縄と

は、どのようなものであったのでしょうか。激動の５０数年が矢のごとく過ぎ去り、激戦

地沖縄は、悲惨な爆撃の爪痕を残しつつも本土復帰が実現した。

神父は、生来の開拓者の精神でもって琉球大学の学生を対象とした学生寮を開設し、寝

食を共にし、沖縄の若者に夢を抱かせた。さらに、戦争の悲惨な痕跡を目の当たりにし、

平和を追求する運動と人権擁護のために尽くし、アムネスティ・インターナショナルの沖

縄代表の任にもある。

「沖縄・生と死と老いをみつめる会」は、１９９６年に活動が開始され、２０年が経過。

現在の活動は、毎月の定例会において毎月のテーマに沿っての学習および語り合いの集い

が持たれています。

会の開設当初よりラサール神父が代表を務め、禅宗の崎山崇源老師が顧問役として指導

的な役割を果たしてこられました。会の活動の歴史が神父の自叙伝に詳細に記録されてい

ます。両顧問ともに８０歳代の後半の年齢にあり、会の歩みもゆるやかになり、会の存続

についても話題になります。私が事務局を担当してきたこともあり、今回の資料の編集を

担当しました。

本の序文のひとこまを紹介します。「本を書くことが、誰かに対して何かを伝えること

にもなるとしたら、私が今、これを読んで下さっている方々に伝えたいことは、“今まで

生きてきてよかった”ということです。そして、もう一つ、“心から沖縄へ来て良かった

”ということです。そして、一人ひとりに“あなたに出会えてよかった”と伝えることが

できたならば幸いに思います」。

「生と死と老い」の問題は、国境を越えた永遠のテーマでした。「目には目を、歯には

歯を」の殺伐とした世相があります。経済最優先の混沌とした現代社会は、「生と死と老

い」の基本的な課題から目をそらせる風潮です。中央における「生と死を考える会」、地

方における本会の活動も、「命」がかくも粗末に扱われる現代社会にこそ必要とされてい

るのではないでしょうか。

本の、むすびの神父の言葉です。詩人、八木重吉氏の詩を引用して、「一歩踏み出すの

さえ、容易なことではない。ちがった一言を言うのさえ、この社会はむづかしいのだ。で

も私はゆこう」・・・と。




